
　
平
成
28
年
９
月
29
日
、
公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
が
主
催
す
る「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」を
、
相
川
の
案
内
看
板
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
相
川
は
、江
戸
時
代
か
ら
平
成
元
年
ま
で
操
業
し
て
い
た
鉱
山

や
鉱
山
町
の
約
4
0
0
年
の
歴
史
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
風

景
が
評
価
さ
れ
、
平
成
27
年
に
県
内
２
例
目
の
国
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。一
方
、
金
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺
産
登

録
を
目
指
す
佐
渡
市
で
は
、今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
来
訪
者
の

受
入
れ
体
制
の
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

昨
年
度
に
来
訪
者
を
誘
導
す
る
た
め
の
案
内
看
板
を
、
市
街
地

を
中
心
に
18
基
設
置
し
ま
し
た
。観
光
拠
点
と
な
る
施
設
や
駐

車
場
な
ど
か
ら
目
的
地
へ
来
訪
者
を
誘
導
す
る
た
め
に
、
用
途
に

応
じ
て
２
種
類
の
看
板（
大
型
・
小
型
）を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
大
型
看
板
で
、
鉱
山
町
の

町
並
み
に
調
和
す
る
デ
ザ
イ
ン
や
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を
考

慮
し
た
散
策
ル
ー
ト
と
連
動
さ
せ
た
看
板
の
設
置
計
画
な
ど
、そ

の
機
能
や
利
便
性
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、相
川
市
街
地
を
中
心
に
、看
板
の
設
置
箇
所
を
計
画

的
に
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

受賞対象：重要文化的景観「佐渡相川の鉱山及び鉱山町の文化的景観」相川地区誘導サインと地域デザイン／応募カテゴリ
ー：公共用施設用機器・設備、公共用家具／事業主体：佐渡市／デザイナー：㈱イー・エー・ユー、ナグモデザイン事務所

審査員コメント（抜粋要約）　来訪者が必要とする
情報を分類・整理し、最小限度のサイン(看板)配置
で、散策時に方向性を見失わない工夫をしながら、
景観の保持にも配慮していると評価した。また、当
サイン計画の考え方は普遍性があるため、他地域へ
の応用も期待できる。

イラスト右：今回受賞した大型の案内看板
イラスト左：小型の案内看板
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第26号の予告

◆活動報告　ほか
 
次回3月24日
刊行予定

こまちゃんとおそろい
　今年の相川はひさしぶりの大雪でした。
神社を守る狛犬にも雪が降り積もり、雪帽
子をかぶっていました。
　よく見るとにゃんじーの頭の上にあるも
のと似ている…？

　
備
前
（
現
在
の
岡
山
県
）
か
ら
佐
渡
へ
や
っ
て
き
た
山
師
夕
白
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
夕
白
町
の
大
神
宮
は
、
創
建
年
代
は
不
明
で
す
が
、

当
初
は
銀
山
稼
ぎ
の
者
に
よ
っ
て
、
北
沢
川
を
挟
ん
で
夕
白
町
の
対
岸

に
勧
請
さ
れ
た
ま
し
た
が
、
延
命
３
年
（
1
7
4
6
）
に
現
在
地
に
遷

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
社
殿
は
明
治

21
年
（
1
8
8
8
）
の

建
築
で
、
境
内
に
は
善

知
鳥
神
社
の
祭
礼
の
際

に
神
輿
を
置
く
御
旅
所

や
、
石
灯
籠
や
鳥
居
な

ど
の
石
造
物
が
あ
り
、

隣
接
し
て
お
こ
も
り
が

行
わ
れ
る
不
動
堂
が
あ

り
ま
す
。

　
地
元
で
は
「
神
明
さ

ん
」
と
も
呼
ば
れ
、
現

在
も
氏
子
の
方
々
に

よ
っ
て
社
殿
が
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

大
神
宮

北野神社（大工町）にて

「佐渡國
相川 ひなまつり」・「あい

かわ発見スタンプラリー」
３月イベントのおしらせ

　今年も開催される「佐渡國相川ひなまつり」（３月１日～３月21日）に共催して、
世界遺産推進課主催イベント「あいかわ発見スタンプラリー」を例年どおり実施
します。開催期間中、相川地区の各所にスタンプを設置します。スタンプラリー専
用パンフレットにスタンプを５種類集めた方には、景品をお渡しします。パンフレ
ットや景品は「ひなまつり案内所」（相川羽田町）にあります。
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平
成
27
年
10
月
に
相
川
の
市
街
地
が
国
重
要
文

化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
、早
い
こ
と
に
す
で

に
１
年
以
上
た
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
、相
川
の
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
か
れ

る
声
が
、「
よ
ぉ
わ
か
ら
ん
け
ど
文
化
的
景
観
は
ウ

チ
も
入
っ
と
る
の
ん
か
。知
ら
ん
か
っ
た
」、「
ど
ん

な
規
制
や
補
助
が
あ
る
の
ん
や
」な
ど
で
す
。「
国

宝
」や「
重
要
文
化
財
」と
同
じ
よ
う
に
国
の
文
化

財
で
す
が
、「
文
化
的
景
観
」は
漠
然
と
し
て
い
て
わ

か
り
に
く
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、今
号
か
ら
少
し
ず
つ
、文
化
的
景
観
の

制
度
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

【
文
化
的
景
観
の
考
え
方
】

　
日
本
は
地
域
に
よ
っ
て
気
候
が
異
な
り
、四
季
の

違
い
も
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。地
形
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。地
域
ご
と
に
、そ
う
し
た
自
然
と
う
ま
く
折

り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、気
候
や
地
形
に
あ
っ
た
昔
な

が
ら
の
産
業
が
あ
っ
て
、こ
う
し
た
も
の
が
町
や
家

の
か
た
ち
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。例
え
ば
、漁
村

と
農
村
で
は
集
落
や
家
の
か
た
ち
が
違
い
ま
す
。

　
相
川
は
、鉱
山
の
開
発
に
伴
い
、何
も
な
か
っ
た

場
所
に
町
が
誕
生
し
、そ
れ
か
ら
は
鉱
山
の
栄
枯

盛
衰
と
と
も
に
町
も
変
化
を
か
さ
ね
、主
要
な
産

業
も
鉱
業
か
ら
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
地
域
は
、世
代
交
代
し
な
が
ら
変
化
す
る
こ
と

で
生
き
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
の
移
り
変
わ
り
が
今

の
風
景
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。人
間
の
成
長
と

同
じ
で
、長
い
時
間
を
か
け
た
変
化
が
、今
の
相
川

の
個
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
変
化
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
が
、た
だ
、私

た
ち
の
暮
ら
し
の
場
は
今
、こ
れ
ま
で
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
と
規
模
で
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の

な
か
で
は
、地
域
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
が
失
わ
れ

る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。変
化
し
な
が
ら
も
相
川

ら
し
い
風
景
を
守
る
こ
と
が
、文
化
的
景
観
と
い
う

文
化
財
の
考
え
方
の
根
っ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　そ
の
地
域
に
と
っ
て
、と
く
に
欠
か
せ
な
い
大
切

な
景
観
を
丸
ご
と
国
の
文
化
財
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
景
観
を
守
る
制
度
が「
重
要
文
化
的

景
観
」で
、日
本
に
は
現
在
50
件
の
重
要
文
化
的
景

観
が
あ
り
、相
川
は
そ
の
１
つ
で
す
。

　
昨
年
11
月
に
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た「
全
国

文
化
的
景
観
地
区 

連
絡
協
議
会 

金
沢
大
会
」（
以
下
、

協
議
会
）の
模
様
を
報
告
し
ま
す
。

　
毎
年
１
回
開
か
れ
る
こ
の
協
議
会
は
、文
化
的
景
観

地
区
の
地
元
の
行
政
担
当
者
や
住
民
代
表
者
が
一
堂
に

会
し
、そ
の
保
存
や
活
用
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
、問
題

解
決
や
地
域
間
の
情
報
交
換
な
ど
を
図
る
も
の
で
、文

化
庁
へ
の
要
望
提
出
等
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。北
は
北

海
道
か
ら
南
は
宮
崎
県
ま
で
、44
市
町
村
が
加
盟
し
て

お
り（
平
成
28
年
11
月
時
点
）、相
川
と
西
三
川
の
２
地

区
に
文
化
的
景
観
を
も
つ
佐
渡
市
も
、こ
の
協
議
会
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、開
催
地
の
金
沢
を
は
じ
め
、各
地
の
取
組

み
に
関
す
る
行
政
担
当
者
の
報
告
や
、文
化
的
景
観
地

区
に
暮
ら
す
方
々
か
ら
の
活
動
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
お
話

を
、実
際
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
元
の
方
々
か
ら

直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。な
お
、一
昨
年
に
開
催

さ
れ
た
協
議
会
で
は
、相
川
と
同
じ
く
文
化
的
景
観
に

選
定
さ
れ
て
い
る
西
三
川
の
笹
川
集
落
の
代
表
者
が
、

日
頃
の
集
落
の
取
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
協
議
会
の
報
告
か
ら
、各
地
の
活
動
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

重
要
文
化
的
景
観

重
要
文
化
的
景
観

選
定

に

さ
れ
て
…

国重要文化的景観「佐渡相川の鉱山及び鉱山町の文化的景観」

　写真に写る相川の
市街地や山手の鉱山
は文化的景観の範囲
内です。

　次号では、文化的景
観の範囲や、何を文化
財として守ろうとし
ているのか、具体的に
紹介していきます！

全
国
の
文
化
的
景
観
の
取
組
み
を
学
ぶ

参
加
報
告

?
　各集落の自治会長や、まちづくりの会の会長の方々か
ら日頃の取組みや、文化財保存と地域おこしに必要なこ
とについてそれぞれ報告がありました。「地域が生き続け
ていくためには、文化財をただ残せばよいのではなく、
付加価値を付けていくことが重要」、「若者を取り込む」、
「景観保存の取組みと、名産品のブランド化など第一産

業との連携」
など、さまざま
な意見が出ま
した。

　能登半島にある大沢町・上大沢町では、海からの強い
季節風から家々を守るため竹を組んで作られた「間垣」
と呼ばれる垣根で集落を囲み、今日まで生活をしてきま
した。その景観が国重要文化的景観に選定されています。
　一方、高齢化率は50%を超え、住人の高齢化により、
竹を使用した伝統的な間垣が年々減少しています。これ
を解決するため、輪島市では、金沢大学の協力のもと竹
の植林を行ったり、間垣補修ボランティアを広く募るなど、参加者と地元住人が交流を深めながら、
地域外のサポーターとの連携によって間垣の継承に努めているそうです。

「大沢・上大沢の間垣集落景観」の取組み

地元住民の方々による活動報告

（輪島市大沢町・上大沢町）

間垣集落の景観（写真提供：文化遺産オンライン）
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本
に
は
現
在
50
件
の
重
要
文
化
的
景

観
が
あ
り
、相
川
は
そ
の
１
つ
で
す
。

　
昨
年
11
月
に
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た「
全
国

文
化
的
景
観
地
区 

連
絡
協
議
会 

金
沢
大
会
」（
以
下
、

協
議
会
）の
模
様
を
報
告
し
ま
す
。

　
毎
年
１
回
開
か
れ
る
こ
の
協
議
会
は
、文
化
的
景
観

地
区
の
地
元
の
行
政
担
当
者
や
住
民
代
表
者
が
一
堂
に

会
し
、そ
の
保
存
や
活
用
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
、問
題

解
決
や
地
域
間
の
情
報
交
換
な
ど
を
図
る
も
の
で
、文

化
庁
へ
の
要
望
提
出
等
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。北
は
北

海
道
か
ら
南
は
宮
崎
県
ま
で
、44
市
町
村
が
加
盟
し
て

お
り（
平
成
28
年
11
月
時
点
）、相
川
と
西
三
川
の
２
地

区
に
文
化
的
景
観
を
も
つ
佐
渡
市
も
、こ
の
協
議
会
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、開
催
地
の
金
沢
を
は
じ
め
、各
地
の
取
組

み
に
関
す
る
行
政
担
当
者
の
報
告
や
、文
化
的
景
観
地

区
に
暮
ら
す
方
々
か
ら
の
活
動
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
お
話

を
、実
際
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
元
の
方
々
か
ら

直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。な
お
、一
昨
年
に
開
催

さ
れ
た
協
議
会
で
は
、相
川
と
同
じ
く
文
化
的
景
観
に

選
定
さ
れ
て
い
る
西
三
川
の
笹
川
集
落
の
代
表
者
が
、

日
頃
の
集
落
の
取
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
協
議
会
の
報
告
か
ら
、各
地
の
活
動
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

重
要
文
化
的
景
観

重
要
文
化
的
景
観

選
定

に

さ
れ
て
…

国重要文化的景観「佐渡相川の鉱山及び鉱山町の文化的景観」

　写真に写る相川の
市街地や山手の鉱山
は文化的景観の範囲
内です。

　次号では、文化的景
観の範囲や、何を文化
財として守ろうとし
ているのか、具体的に
紹介していきます！

全
国
の
文
化
的
景
観
の
取
組
み
を
学
ぶ

参
加
報
告

?
　各集落の自治会長や、まちづくりの会の会長の方々か
ら日頃の取組みや、文化財保存と地域おこしに必要なこ
とについてそれぞれ報告がありました。「地域が生き続け
ていくためには、文化財をただ残せばよいのではなく、
付加価値を付けていくことが重要」、「若者を取り込む」、
「景観保存の取組みと、名産品のブランド化など第一産

業との連携」
など、さまざま
な意見が出ま
した。

　能登半島にある大沢町・上大沢町では、海からの強い
季節風から家々を守るため竹を組んで作られた「間垣」
と呼ばれる垣根で集落を囲み、今日まで生活をしてきま
した。その景観が国重要文化的景観に選定されています。
　一方、高齢化率は50%を超え、住人の高齢化により、
竹を使用した伝統的な間垣が年々減少しています。これ
を解決するため、輪島市では、金沢大学の協力のもと竹
の植林を行ったり、間垣補修ボランティアを広く募るなど、参加者と地元住人が交流を深めながら、
地域外のサポーターとの連携によって間垣の継承に努めているそうです。

「大沢・上大沢の間垣集落景観」の取組み

地元住民の方々による活動報告

（輪島市大沢町・上大沢町）

間垣集落の景観（写真提供：文化遺産オンライン）
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平
成
28
年
９
月
29
日
、
公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
が
主
催
す
る「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」を
、
相
川
の
案
内
看
板
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
相
川
は
、江
戸
時
代
か
ら
平
成
元
年
ま
で
操
業
し
て
い
た
鉱
山

や
鉱
山
町
の
約
4
0
0
年
の
歴
史
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
風

景
が
評
価
さ
れ
、
平
成
27
年
に
県
内
２
例
目
の
国
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。一
方
、
金
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺
産
登

録
を
目
指
す
佐
渡
市
で
は
、今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
来
訪
者
の

受
入
れ
体
制
の
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

昨
年
度
に
来
訪
者
を
誘
導
す
る
た
め
の
案
内
看
板
を
、
市
街
地

を
中
心
に
18
基
設
置
し
ま
し
た
。観
光
拠
点
と
な
る
施
設
や
駐

車
場
な
ど
か
ら
目
的
地
へ
来
訪
者
を
誘
導
す
る
た
め
に
、
用
途
に

応
じ
て
２
種
類
の
看
板（
大
型
・
小
型
）を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
大
型
看
板
で
、
鉱
山
町
の

町
並
み
に
調
和
す
る
デ
ザ
イ
ン
や
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を
考

慮
し
た
散
策
ル
ー
ト
と
連
動
さ
せ
た
看
板
の
設
置
計
画
な
ど
、そ

の
機
能
や
利
便
性
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、相
川
市
街
地
を
中
心
に
、看
板
の
設
置
箇
所
を
計
画

的
に
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

受賞対象：重要文化的景観「佐渡相川の鉱山及び鉱山町の文化的景観」相川地区誘導サインと地域デザイン／応募カテゴリ
ー：公共用施設用機器・設備、公共用家具／事業主体：佐渡市／デザイナー：㈱イー・エー・ユー、ナグモデザイン事務所

審査員コメント（抜粋要約）　来訪者が必要とする
情報を分類・整理し、最小限度のサイン(看板)配置
で、散策時に方向性を見失わない工夫をしながら、
景観の保持にも配慮していると評価した。また、当
サイン計画の考え方は普遍性があるため、他地域へ
の応用も期待できる。

イラスト右：今回受賞した大型の案内看板
イラスト左：小型の案内看板

05

無宿人の墓

相川大工町

相川新五郎町

相川下京町

相川中京町

相川上京町

京町通り
kyomachi-dori street

相川新五郎町
Aikawa Shingoro-cho

佐渡奉行所
Sado Magistrate’s Office

60m

北沢浮遊選鉱場
Kitazawa Flotation Facility

300m

佐渡奉行所跡
Sado Magistrate's Office

佐渡版画村前
Sado Hangamura Mae

500m

300m
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第25号

第26号の予告

◆活動報告　ほか
 
次回3月24日
刊行予定

こまちゃんとおそろい
　今年の相川はひさしぶりの大雪でした。
神社を守る狛犬にも雪が降り積もり、雪帽
子をかぶっていました。
　よく見るとにゃんじーの頭の上にあるも
のと似ている…？

　
備
前
（
現
在
の
岡
山
県
）
か
ら
佐
渡
へ
や
っ
て
き
た
山
師
夕
白
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
夕
白
町
の
大
神
宮
は
、
創
建
年
代
は
不
明
で
す
が
、

当
初
は
銀
山
稼
ぎ
の
者
に
よ
っ
て
、
北
沢
川
を
挟
ん
で
夕
白
町
の
対
岸

に
勧
請
さ
れ
た
ま
し
た
が
、
延
命
３
年
（
1
7
4
6
）
に
現
在
地
に
遷

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
社
殿
は
明
治

21
年
（
1
8
8
8
）
の

建
築
で
、
境
内
に
は
善

知
鳥
神
社
の
祭
礼
の
際

に
神
輿
を
置
く
御
旅
所

や
、
石
灯
籠
や
鳥
居
な

ど
の
石
造
物
が
あ
り
、

隣
接
し
て
お
こ
も
り
が

行
わ
れ
る
不
動
堂
が
あ

り
ま
す
。

　
地
元
で
は
「
神
明
さ

ん
」
と
も
呼
ば
れ
、
現

在
も
氏
子
の
方
々
に

よ
っ
て
社
殿
が
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

大
神
宮

北野神社（大工町）にて

「佐渡國
相川 ひなまつり」・「あい

かわ発見スタンプラリー」
３月イベントのおしらせ

　今年も開催される「佐渡國相川ひなまつり」（３月１日～３月21日）に共催して、
世界遺産推進課主催イベント「あいかわ発見スタンプラリー」を例年どおり実施
します。開催期間中、相川地区の各所にスタンプを設置します。スタンプラリー専
用パンフレットにスタンプを５種類集めた方には、景品をお渡しします。パンフレ
ットや景品は「ひなまつり案内所」（相川羽田町）にあります。
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相
川
の

看
板
が
受
賞

グ
�
ド
デ
ザ
イ
ン
賞


